松山大学法学部松大GP資料（三） :  加藤拓川翁宛の梅謙次郎博士の写真名刺 by 古屋 壮一
松山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
四
号
抜
刷
平
成
二
十
六
年
十
月
発
行
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
三
）
―
―
加
藤
拓
川
翁
宛
の
梅
謙
次
郎
博
士
の
写
真
名
刺
―
―
古
屋
壮
一
研
究
ノ
ー
ト松山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
三
）
―
―
加
藤
拓
川
翁
宛
の
梅
謙
次
郎
博
士
の
写
真
名
刺
―
―
古
屋
壮
一
一
は
じ
め
に
ま
つ
だ
い
松
山
大
学
法
学
部
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
の
三
年
間
に
わ
た
り
、
松
大
Ｇ
Ｐ（
学
内
Ｇ
Ｐ
）「
松
山
大
学
の
三
恩
人
と
そ
の
周
縁
の
再
考
証
―『
校
訓
三
実
主
義
』
の
再
検
証
を
め
ざ
し
て
―
」
を
推
進
し
て
き
た
。
松
大
Ｇ
Ｐ
は
、
松
山
大
学
が
そ
の
前
身
で
あ
る
松
山
高
等
商
業
学
校
開
校
（
一
九
二
三
〔
大
正
一
二
〕
年
）
か
ら
数
え
て
二
〇
一
三
年
に
創
立
九
〇
ち
ょ
う
じ
ろ
う
お
ん
ざ
ん
あ
き
か
ど
つ
ね
た
だ
た
く
せ
ん
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
田
長
次
郎
（
雅
号
は
温
山
）、
加
藤
彰
廉
お
よ
び
加
藤
恒
忠
（
雅
号
は
拓
川
）
の
三
人
の
創
立
者
と
（
注
1
）、
そ
の
創
立
者
の
『
利
他
の
志
』
を
継
承
し
て
本
学
の
発
展
に
生
涯
を
捧
げ
た
、
創
立
者
の
周
縁
人
物
の
生
涯
を
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
（
注
2
）、
彼
ら
の
信
念
を
確
認
し
、
そ
の
信
念
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
松
山
大
学
の
校
訓
『
三
実
』（『
真
実
』『
実
用
』『
忠
実
』）
の
内
容
や
意
義
を
実
証
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
（
注
3
）。
そ
し
て
こ
の
Ｇ
Ｐ
（G
ood
Practice
）
は
、
学
生
が
校
一
訓
『
三
実
』
に
立
ち
戻
っ
て
『
自
ら
の
立
ち
位
置
』
を
見
い
出
し
、
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
到
達
点
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
民
法
を
研
究
し
て
い
る
筆
者
は
、
松
大
Ｇ
Ｐ
に
お
い
て
、
主
と
し
て
創
立
者
の
周
縁
で
あ
る
星
野
通
博
士
の
顕
彰
を
担
当
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
加
藤
拓
川
翁
の
顕
彰
を
担
当
し
て
い
た
、
松
山
大
学
法
学
部
の
妹
尾
克
敏
教
授
お
よ
び
今
村
暢
好
准
教
授
が
加
藤
拓
川
翁
の
令
孫
で
あ
る
正
岡
明
氏
の
ご
協
力
を
得
て
、
同
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
調
査
を
し
た
際
に
、
偶
然
妹
尾
教
授
が
加
藤
拓
川
翁
宛
の
梅
謙
次
郎
博
士
の
写
真
名
刺
を
発
見
し
た
こ
と
を
受
け
、
同
教
授
か
ら
こ
の
写
真
名
刺
に
つ
い
て
の
検
証
を
依
頼
さ
れ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
当
時
外
交
官
で
あ
っ
た
加
藤
拓
川
翁
と
、
後
に
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
と
し
て
明
治
三
一
年
民
法
典
を
起
草
す
る
こ
と
に
な
る
梅
謙
次
郎
博
士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
司
法
省
法
学
校
時
代
（
在
学
期
）
に
お
け
る
接
点
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
両
者
は
、
司
法
省
法
学
校
に
同
時
期
に
在
学
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
が
司
法
省
法
学
校
を
去
っ
た
後
、
加
藤
拓
川
翁
と
梅
謙
次
郎
博
士
と
の
間
に
親
交
が
生
じ
、
そ
れ
が
長
く
続
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
存
在
す
る
。
こ
の
写
真
名
刺
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
加
藤
拓
川
翁
と
梅
謙
次
郎
博
士
と
の
親
交
を
示
す
資
料
で
あ
り
、
法
制
史
的
観
点
か
ら
も
極
め
て
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
公
表
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
正
岡
明
氏
の
ご
厚
情
に
対
し
て
、
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
四
号
二
229
（
次
頁
に
写
真
名
刺
を
掲
載
）
228
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
三
）
三
二加
藤
拓
川
翁
宛
の
梅
謙
次
郎
博
士
の
写
真
名
刺
＊
実
物
は
名
刺
サ
イ
ズ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
読
者
の
便
宜
の
た
め
に
実
物
の
写
真
デ
ー
タ
（
今
村
暢
好
准
教
授
撮
影
）
を
拡
大
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
（表 面）
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
四
号
四
227
（裏 面）
226
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
三
）
五
三解
説
1
加
藤
拓
川
翁
宛
の
梅
謙
次
郎
博
士
の
写
真
名
刺
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
（
一
）
表
面
（
梅
謙
次
郎
博
士
の
写
真
面
）
梅
謙
次
郎
博
士
の
写
真
の
下
に
、
宮
廷
写
真
家
（H
ofphotograph
）
で
あ
る
、J.C.Schaarw
ächter
の
名
前
お
よ
び
Leipzigerstraße130
と
い
う
ス
タ
ジ
オ
の
所
在
地
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
二
）
裏
面
（
注
4
）
ま
ず
全
面
に
わ
た
っ
て
、
梅
謙
次
郎
博
士
に
よ
る
以
下
の
書
込
み
が
あ
る
。
「
呈
加
藤
學
兄
在
獨
國
梅
謙
次
郎
」
そ
の
書
込
み
の
下
に
は
「J.C.Schaarw
ächter
宮
廷
写
真
家
（H
ofphotograph
）
■
お
よ
び
国
王
陛
下
最
高
賞
の
■
」
と
あ
り
（
注
5
）、
続
け
て
、J.C.Schaarw
ächter
が
そ
れ
を
受
賞
し
た
場
所
と
受
賞
年
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ス
タ
ジ
オ
の
住
所
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
ベ
ル
リ
ン
のLeipzigerstraße130
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「D
ie
Platte
bleibt
aufbew
ahrt.
」
と
あ
り
、
表
面
の
写
真
の
感
光
板
が
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
最
後
に
、
梅
謙
次
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
四
号
六
225
郎
博
士
が
一
八
八
九
年
に
写
真
撮
影
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
2
加
藤
拓
川
翁
に
つ
い
て
（
一
）
司
法
省
法
学
校
入
学
（
正
則
二
期
生
）
正
岡
子
規
の
叔
父
で
あ
る
加
藤
拓
川
翁
は
、
一
八
五
九
年
二
月
二
四
日
（
安
政
六
年
一
月
二
二
日
）
に
現
在
の
松
山
市
湊
町
に
松
山
藩
の
儒
学
者
で
あ
る
大
原
観
山
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
（
注
6
）。
加
藤
拓
川
翁
は
、
藩
校
で
あ
る
明
教
館
に
お
い
て
父
に
師
事
し
て
漢
学
を
修
め
た
が
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
父
が
死
去
し
た
こ
と
か
ら
、
文
明
開
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
東
京
に
お
い
て
西
洋
の
学
問
を
学
ば
せ
た
い
と
い
う
父
の
遺
志
を
受
け
て
同
年
に
上
京
し
、
翌
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
九
月
に
正
則
二
期
生
と
し
て
司
法
省
法
学
校
に
入
学
し
た
（
注
7
）。
司
法
省
法
学
校
正
則
二
期
生
の
入
学
試
験
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
七
月
に
、
書
類
選
考
を
通
過
し
た
者
に
対
し
て
、
漢
文
（
経
史
）
の
試
験
が
実
施
さ
れ
た
（
注
8
）。
漢
学
に
秀
で
て
い
た
加
藤
拓
川
翁
が
入
学
試
験
に
合
格
で
き
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
（
注
9
）。
八
年
制
で
あ
っ
た
司
法
省
法
学
校
に
入
学
し
た
加
藤
拓
川
翁
は
、
ま
ず
予
科
の
四
年
間
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
残
り
の
本
科
の
四
年
間
で
フ
ラ
ン
ス
法
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
（
注
10
）、
兵
役
免
除
を
受
け
て
勉
学
を
継
続
す
る
た
め
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
一
月
に
父
方
の
伯
父
の
「
加
藤
家
」
を
再
興
し
て
戸
主
と
な
っ
た
（
注
11
）（
注
12
）。
「
大
原
恒
忠
」
は
、「
加
藤
恒
忠
」
と
な
っ
た
。
加
藤
拓
川
翁
に
と
っ
て
は
、
現
在
の
多
く
の
大
学
生
と
同
様
に
、
勉
学
よ
り
も
む
し
ろ
、
原
敬
、
陸
羯
南
、
福
本
日
南
や
国
分
青
厓
と
い
っ
た
同
じ
正
則
二
期
生
と
の
親
交
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
、
司
法
省
法
学
校
に
在
学
す
る
意
義
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
七
月
に
加
藤
拓
川
翁
、
陸
羯
南
お
よ
び
福
本
日
南
と
共
に
富
士
登
山
を
し
た
国
分
は
、
加
藤
拓
川
翁
と
原
敬
に
つ
い
て
、「
加
藤
は
勉
强
し
な
か
つ
た
か
ら
出
來
は
よ
く
は
な
か
つ
た
、
け
れ
ど
も
才
子
で
あ
つ
た
。
原
も
才
子
で
議
論
好
き
で
殊
に
剛
情
で
あ
つ
た
。
其
處
で
學
校
と
一
談
判
と
な
る
と
何
時
も
原
に
や
ら
せ
た
。
生
徒
代
表
と
し
て
の
原
は
田
舎
辯
で
な
く
江
戸
辯
で
小
氣
味
よ
く
喋
つ
た
。
名
利
に
淡
泊
で
、
朋
友
に
信
義
が
224
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
三
）
七
あ
つ
か
つ
た
と
こ
ろ
は
終
始
彼
の
偉
さ
で
あ
つ
た
が
、
其
點
加
藤
に
も
似
通
ふ
た
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
、
尤
も
其
當
時
の
者
に
は
今
考
へ
て
見
る
と
そ
う
し
た
者
が
多
か
つ
た
や
う
で
あ
る
。」
と
後
に
述
懐
し
て
い
る
（
注
13
）。
加
藤
拓
川
翁
に
と
っ
て
司
法
省
法
学
校
時
代
は
、
至
福
の
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
（
二
）
賄
征
伐
事
件
（
注
14
）
し
か
し
、
そ
の
至
福
の
ひ
と
と
き
は
、
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
西
南
戦
争
後
の
急
激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
寮
の
食
事
の
質
と
量
が
低
下
し
た
こ
と
等
を
原
因
と
し
て
（
注
15
）、
正
則
二
期
生
の
一
部
が
法
学
校
（
当
時
の
校
長
は
、
薩
摩
藩
出
身
の
植
村
長
）
と
対
立
し
（
い
わ
ゆ
る
「
賄
征
伐
事
件
」
で
あ
る
）、
関
与
し
た
者
に
対
し
て
禁
足
処
分
（
二
週
間
）
を
経
て
身
元
保
証
人
預
り
と
し
た
法
学
校
の
措
置
を
め
ぐ
っ
て
、
当
初
こ
の
騒
動
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
原
敬
と
河
村
譲
三
郎
が
つ
い
に
は
生
徒
代
表
と
し
て
、
大
木
喬
任
司
法
卿
に
処
分
取
消
し
を
陳
情
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
面
子
を
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
植
村
校
長
は
、
期
末
試
験
終
了
後
に
報
復
に
出
て
、「
将
来
に
見
込
な
き
者
と
認
む
」と
の
理
由
で
同
年
、
加
藤
拓
川
翁
、
原
敬
、
陸
羯
南
、
福
本
日
南
お
よ
び
国
分
青
厓
ら
「
賄
征
伐
事
件
」
に
関
与
し
た
者
一
六
名
を
退
学
処
分
と
し
た
（
注
16
）。
な
お
、
す
で
に
、
江
戸
惠
子
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
賄
征
伐
事
件
」
は
、
明
治
維
新
以
降
辛
酸
を
嘗
め
さ
せ
ら
れ
て
き
た
者
た
ち
の
「
薩
長
に
対
す
る
反
発
」
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
（
注
17
）。
（
三
）
司
法
省
法
学
校
退
学
後
司
法
省
法
学
校
正
則
二
期
生
の
う
ち
、「
賄
征
伐
事
件
」
で
退
学
処
分
を
受
け
た
藩
閥
で
は
な
い
者
た
ち
は
、
法
律
家
と
し
て
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
以
上
、「
立
身
出
世
」
は
極
め
て
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
の
後
、
実
に
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
（
注
18
）、
近
代
日
本
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
加
藤
拓
川
翁
は
、
司
法
省
法
学
校
退
学
後
、
旧
藩
主
松
平
定
昭
の
養
子
で
あ
る
久
松
定
謨
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
に
随
行
し
て
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
か
ら
パ
リ
に
在
住
し
て
い
た
が
、
そ
の
随
行
の
任
を
終
え
た
後
、
同
じ
「
賄
征
伐
事
件
」
に
よ
る
司
法
省
法
学
校
正
則
二
期
生
退
学
組
の
原
敬
（
当
時
は
パ
リ
公
使
館
書
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
四
号
八
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記
官
）
の
斡
旋
に
よ
り
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
六
月
に
外
務
省
交
際
官
試
補
（
フ
ラ
ン
ス
在
勤
）
と
な
り
、
外
交
官
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
る
（
注
19
）。
彼
は
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
外
交
官
を
退
官
し
た
後
、
衆
議
院
議
員
、
貴
族
院
議
員
、
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
西
園
寺
公
望
全
権
の
随
員
（
一
九
一
八
〔
大
正
七
〕
年
）、
お
よ
び
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
中
止
し
事
態
の
収
拾
を
図
る
役
割
を
担
う
、
シ
ベ
リ
ア
派
遣
特
命
全
権
大
使
（
一
九
一
九
〔
大
正
八
〕
年
）
を
、
さ
ら
に
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
か
ら
松
山
市
長
を
務
め
、
松
山
高
等
商
業
学
校
創
立
に
身
を
賭
し
て
奔
走
し
た
が
、
開
校
（
一
九
二
三
〔
大
正
一
二
〕
年
四
月
二
五
日
）
を
見
届
け
る
こ
と
な
く
、
松
山
市
長
在
任
中
の
同
年
三
月
二
六
日
に
病
死
し
た
（
注
20
）。
松
山
高
等
商
業
学
校
は
、
加
藤
拓
川
翁
の
『
利
他
の
志
』
が
な
け
れ
ば
誕
生
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
3
梅
謙
次
郎
博
士
に
つ
い
て
（
一
）
司
法
省
法
学
校
補
欠
入
学
（
正
則
二
期
生
）
梅
謙
次
郎
博
士
は
、
一
八
六
〇
年
七
月
二
四
日
（
万
延
元
年
六
月
七
日
）
に
現
在
の
松
江
市
難
町
に
藩
医
梅
薫
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
（
注
21
）。
彼
は
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
三
月
一
八
日
に
東
京
外
国
語
学
校
仏
語
科
に
入
学
し
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
七
月
に
司
法
省
法
学
校
の
漢
文
の
入
学
試
験
を
受
験
し
て
合
格
し
た
も
の
の
、「
体
質
検
査
」
で
不
合
格
と
な
っ
た
（
注
22
）。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
司
法
省
法
学
校
在
学
前
に
同
じ
空
間
で
、
漢
文
の
入
学
試
験
を
受
験
し
、「
体
質
試
験
」
を
受
け
た
こ
と
を
も
っ
て
、
加
藤
拓
川
翁
と
梅
謙
次
郎
博
士
と
の
最
初
の
接
点
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
注
23
）。
加
藤
拓
川
翁
と
異
な
り
司
法
省
法
学
校
に
入
学
で
き
な
か
っ
た
梅
謙
次
郎
博
士
は
、
そ
の
ま
ま
東
京
外
国
語
学
校
に
在
学
し
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
二
月
一
四
日
に
、
首
席
で
同
校
を
卒
業
す
る
。
こ
の
一
年
前
の
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
二
月
に
賄
征
伐
事
件
で
加
藤
拓
川
翁
ら
が
司
法
省
法
学
校
を
退
学
し
、
正
則
二
期
生
に
欠
員
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
司
法
省
法
学
校
は
、
翌
年
の
二
月
ま
で
の
間
に
補
欠
入
学
試
験
を
実
施
し
た
（
注
24
）。
梅
謙
次
郎
博
士
は
、
東
京
外
国
語
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に
こ
の
補
欠
入
学
試
験
に
応
じ
て
無
事
合
格
し
（
注
25
）、
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三
）
九
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
二
月
二
三
日
に
司
法
省
法
学
校
に
正
則
二
期
生
と
し
て
補
欠
入
学
し
た
。
梅
謙
次
郎
博
士
を
含
む
合
計
六
名
の
編
入
者
は
、
全
員
東
京
外
国
語
学
校
に
属
し
て
い
た
者
た
ち
で
、
他
に
田
部
芳
や
手
塚
太
郎
（
手
塚
治
の
祖
父
）
ら
が
い
た
（
注
26
）。
加
藤
拓
川
翁
ら
が
賄
征
伐
事
件
に
関
与
し
て
司
法
省
法
学
校
を
退
学
し
た
か
ら
こ
そ
、
梅
謙
次
郎
博
士
は
司
法
省
法
学
校
に
編
入
し
、
法
学
校
で
フ
ラ
ン
ス
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
（
注
27
）。
司
法
省
法
学
校
在
学
期
と
い
う
点
で
は
、
両
者
に
は
接
点
は
な
い
。
し
か
し
、
梅
謙
次
郎
博
士
の
明
治
三
一
年
民
法
典
起
草
の
基
礎
は
、「
賄
征
伐
事
件
」
を
遠
因
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
二
）
司
法
省
法
学
校
卒
業
後
の
加
藤
拓
川
翁
と
の
接
点
梅
謙
次
郎
博
士
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
七
月
一
〇
日
に
正
則
二
期
生
と
し
て
司
法
省
法
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
、
司
法
省
御
用
掛
や
東
京
大
学
法
学
部
教
員
を
経
て
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
一
二
月
一
六
日
に
「
法
律
学
修
行
」
の
た
め
文
部
省
か
ら
文
部
省
官
費
留
学
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
命
じ
ら
れ
（
注
28
）、
同
年
一
二
月
二
九
日
に
横
浜
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
と
出
発
し
た
。
彼
は
、
翌
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
二
月
二
四
日
か
ら
リ
ヨ
ン
大
学
に
通
学
し
、
同
年
一
〇
月
二
七
日
に
同
大
学
に
入
学
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
七
月
一
一
日
に
博
士
論
文
「
和
解
論
」
で
法
学
博
士
号
を
取
得
し
た
（
彼
の
博
士
論
文
が
最
優
等
の
論
文
で
あ
る
と
し
て
リ
ヨ
ン
市
か
ら
ヴ
ェ
ル
メ
イ
ユ
賞
が
彼
に
授
与
さ
れ
た
）。
加
藤
拓
川
翁
と
の
接
点
が
資
料
上
見
い
出
さ
れ
る
の
は
、
梅
謙
次
郎
博
士
の
リ
ヨ
ン
大
学
入
学
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
以
下
示
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
リ
ヨ
ン
に
お
い
て
梅
謙
次
郎
博
士
と
同
じ
下
宿
で
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
た
、
後
に
法
典
調
査
会
委
員
や
外
務
大
臣
を
務
め
た
本
野
一
郎
は
、
梅
謙
次
郎
博
士
が
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
七
月
三
一
日
に
ス
イ
ス
に
出
か
け
た
こ
と
を
パ
リ
公
使
館
の
加
藤
拓
川
翁
に
同
年
八
月
一
日
付
の
リ
ヨ
ン
か
ら
の
手
紙
で
伝
え
て
い
る
（
注
29
）。
第
二
に
、
加
藤
拓
川
翁
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
二
月
三
日
に
リ
ヨ
ン
に
到
着
し
、
翌
四
日
に
は
、
本
野
一
郎
と
梅
謙
次
郎
博
士
が
、
加
藤
拓
川
翁
を
彼
の
宿
に
訪
ね
、
ま
た
、
彼
も
本
野
一
郎
と
梅
謙
次
郎
博
士
の
下
宿
に
行
き
、
そ
こ
で
食
事
を
共
に
し
て
一
晩
語
り
明
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
次
の
日
加
藤
拓
川
翁
は
、
宿
か
ら
外
出
し
な
か
っ
た
が
、
梅
謙
次
郎
博
士
松
山
大
学
論
集
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は
、
再
び
本
野
一
郎
ら
と
と
も
に
彼
の
宿
を
訪
ね
て
い
る
（
注
30
）。
第
三
に
、
加
藤
拓
川
翁
が
い
つ
の
時
点
で
語
っ
た
こ
と
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
国
分
青
厓
に
よ
れ
ば
、
加
藤
拓
川
翁
は
、
リ
ヨ
ン
大
学
に
留
学
し
て
い
た
梅
謙
次
郎
博
士
に
つ
い
て
、「
補
缺
で
這
入
つ
て
來
た
中
に
梅
と
か
手
塚
と
か
田
部
と
か
云
ふ
連
中
が
あ
つ
た
が
、
其
中
で
も
梅
は
驚
く
べ
き
秀
才
で
な
か
〳
〵
よ
く
出
來
た
、
後
に
法
政
局
長
官
に
な
つ
た
人
だ
が
、
佛
蘭
西
で
も
各
科
共
に
満
點
で
、
佛
蘭
西
人
を
驚
か
し
た
も
の
だ
」
と
梅
博
士
を
高
く
評
価
し
て
い
た
（
注
31
）。
第
四
に
移
る
。
梅
謙
次
郎
博
士
は
、
リ
ヨ
ン
大
学
か
ら
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
後
、
文
部
省
か
ら
命
じ
ら
れ
た
と
お
り
ド
イ
ツ
留
学
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
の
留
学
）
の
た
め
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
七
月
一
三
日
に
リ
ヨ
ン
を
出
発
し
、
同
年
七
月
一
八
日
に
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
す
る
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
等
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
生
活
や
ベ
ル
リ
ン
大
学
入
学
の
た
め
の
準
備
を
進
め
、
同
年
一
〇
月
二
四
日
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
入
学
す
る
。
な
お
そ
の
一
年
前
の
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
は
、
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
お
よ
び
そ
の
理
由
書
（M
otive
）
が
公
表
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
（
一
八
〇
四
年
施
行
）
と
施
行
年
だ
け
で
比
較
し
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
当
時
と
し
て
は
最
新
型
の
民
法
典
の
立
法
モ
デ
ル
と
し
て
ド
イ
ツ
民
法
草
案
を
学
ぶ
こ
と
は
、
旧
民
法
典
編
纂
過
程
に
あ
る
日
本
の
法
律
家
と
し
て
も
大
い
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
の
八
月
に
、
加
藤
拓
川
翁
は
、
梅
謙
次
郎
博
士
と
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
お
よ
び
ド
レ
ス
デ
ン
を
訪
れ
て
い
る
（
注
32
）。
第
五
に
、
や
は
り
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
の
八
月
一
一
日
に
、
加
藤
拓
川
翁
は
ベ
ル
リ
ン
か
ら
東
京
の
原
敬
（
当
時
は
農
商
務
省
参
事
官
）
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、「
司
法
省
連
ニ
テ
當
地
ニ
居
ル
ハ
杉
山
ト
梅
博
士
ノ
ミ
。」
と
書
い
て
い
る
（
注
33
）。
第
六
に
、
本
稿
で
紹
介
し
た
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
ベ
ル
リ
ン
のLeipzigerstraße130
に
あ
る
宮
廷
写
真
家
（H
ofphotograph
）
で
あ
るJ.C.Schaarw
ächter
の
ア
ト
リ
エ
で
撮
影
さ
れ
た
梅
謙
次
郎
博
士
の
写
真
が
表
面
で
、
裏
面
に
「
呈
加
藤
學
兄
在
獨
國
梅
謙
次
郎
」と
の
書
込
み
の
あ
る
写
真
名
刺
は
、
い
つ
梅
謙
次
郎
博
士
か
ら
加
藤
拓
川
翁
に
渡
さ
れ
た（
ま
た
は
送
ら
れ
た
）
も
の
か
厳
密
に
特
定
は
で
き
な
い
が
、
リ
ヨ
ン
大
学
留
学
期
と
同
様
、
梅
謙
次
郎
博
士
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
入
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（
三
）
一
一
学
す
る
前
後
に
も
加
藤
拓
川
翁
と
親
交
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
両
者
の
第
六
の
接
点
は
、
新
た
な
発
見
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
写
真
名
刺
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
の
梅
謙
次
郎
博
士
の
年
齢
は
、
彼
が
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
七
月
一
八
日
に
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
二
八
歳
か
二
九
歳
で
あ
り
、
加
藤
拓
川
翁
は
三
〇
歳
で
あ
っ
た
。
第
七
に
、
梅
謙
次
郎
博
士
が
穂
積
陳
重
お
よ
び
富
井
政
章
と
と
も
に
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
と
し
て
明
治
三
一
年
民
法
典
を
起
草
し
、
そ
の
民
法
典
が
施
行
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
加
藤
拓
川
翁
が
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
三
月
一
八
日
か
ら
同
年
四
月
二
一
日
ま
で
右
膝
下
静
脈
炎
で
赤
十
字
病
院
に
入
院
し
た
際
（
注
34
）、
梅
謙
次
郎
博
士
は
、
同
年
三
月
三
〇
日
に
加
藤
拓
川
翁
を
見
舞
っ
て
い
る
（
注
35
）。
梅
謙
次
郎
博
士
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
八
月
九
日
に
帰
国
す
る
が
、
彼
の
帰
国
後
も
加
藤
拓
川
翁
と
の
親
交
が
長
く
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
彼
ら
の
親
交
は
、
梅
謙
次
郎
博
士
が
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
八
月
二
五
日
に
亡
く
な
る
ま
で
続
い
た
（
注
36
）。
四
終
わ
り
に
本
稿
で
紹
介
し
た
写
真
名
刺
は
、
梅
謙
次
郎
博
士
が
ド
イ
ツ
留
学
期
に
も
フ
ラ
ン
ス
留
学
期
と
同
様
に
加
藤
拓
川
翁
と
親
交
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
新
た
な
資
料
で
あ
る
。
外
交
官
で
あ
っ
た
加
藤
拓
川
翁
が
実
際
に
梅
謙
次
郎
博
士
の
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
留
学
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
た
の
か
は
、
こ
の
新
資
料
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
は
、
翌
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
の
旧
民
法
典
の
公
布
に
先
行
し
て
、
そ
の
内
容
が
だ
ん
だ
ん
と
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
法
学
士
会
に
よ
る
「
法
典
編
纂
ニ
関
ス
ル
法
学
士
会
ノ
意
見
」
を
皮
切
り
に
、
増
島
六
一
郎
、
奥
田
義
人
お
よ
び
江
木
衷
ら
延
期
派
の
旧
民
法
典
に
対
す
る
攻
撃
が
本
格
化
す
る
年
で
あ
る
（
注
37
）。
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
一
月
一
日
の
旧
民
法
典
施
行
を
延
期
さ
せ
る
べ
く
、
そ
の
攻
撃
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、
梅
謙
次
郎
博
士
も
ま
た
明
法
誌
叢
三
号
（
同
年
五
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
四
号
一
二
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月
二
一
日
発
兌
）
に
「
法
典
実
施
意
見
」
を
発
表
し
、
断
行
論
を
展
開
す
る
（
注
38
）。
結
局
延
期
派
の
勝
利
に
よ
り
旧
民
法
典
は
、
施
行
延
期
と
な
り
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
四
月
一
三
日
に
設
置
さ
れ
た
法
典
調
査
会
で
、
三
起
草
委
員
を
中
心
に
修
正
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
修
正
作
業
に
お
け
る
梅
謙
次
郎
博
士
の
活
躍
に
外
交
官
で
あ
っ
た
加
藤
拓
川
翁
は
関
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
条
約
改
正
と
い
う
明
治
政
府
に
と
っ
て
喫
緊
の
外
交
問
題
に
対
応
し
て
い
た
加
藤
拓
川
翁
は
、
法
典
の
整
備
に
も
重
大
な
関
心
を
示
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
（
注
39
）。
法
制
史
の
観
点
か
ら
も
こ
う
し
た
不
明
な
点
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
い
し
て
が
わ
（
注
1
）
加
藤
恒
忠
翁
は
、
故
郷
松
山
を
強
く
愛
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
松
山
市
内
を
流
れ
る
石
手
川
に
ち
な
み
、
自
ら
の
雅
号
を
「
拓
川
」
と
称
し
た
と
さ
れ
る
（
大
野
慶
一
「
外
交
官
加
藤
拓
川
の
生
き
ざ
ま
」
伊
予
史
談
三
一
一
号
〔
一
九
九
八
年
〕
六
七
頁
を
参
照
）。
（
注
2
）
こ
の
周
縁
人
物
の
代
表
例
が
、
民
法
典
論
争
を
中
心
と
す
る
民
法
制
定
過
程
研
究
で
今
も
民
法
や
日
本
法
制
史
の
研
究
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
星
野
通
博
士
（
一
九
〇
〇－
一
九
七
六
年
）
で
あ
り
、
星
野
博
士
は
、
新
田
長
次
郎
の
招
聘
を
受
け
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
独
法
科
卒
業
直
後
の
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
四
月
、
開
校
二
年
目
の
松
山
高
等
商
業
学
校
教
授
と
な
り
、
そ
の
後
や
は
り
松
山
大
学
の
前
身
で
あ
る
松
山
商
科
大
学
第
二
代
学
長
も
務
め
る
な
ど
、
ま
さ
に
松
山
大
学
の
発
展
に
生
涯
を
捧
げ
た
先
賢
で
あ
る
（
拙
稿
「
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）
の
現
代
的
意
義
」
開
催
の
趣
旨
」
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）
の
現
代
的
意
義
』（
松
山
大
学
、
二
〇
一
四
年
）
一
頁
お
よ
び
八
頁
の
（
注
1
）
を
参
照
）。
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
は
、
星
野
通
博
士
の
顕
彰
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
は
、
星
野
通
編
著（
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
増
補
）『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）、
拙
稿
「
星
野
通
編
著
（
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
増
補
）『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）
の
現
代
的
意
義
に
関
す
る
一
試
論
（
一
〜
二
・
完
）―『
準
正
規
定
創
設
の
可
否
』
と
い
う
民
法
典
論
争
に
お
け
る
争
点
を
例
と
し
て
―
」（
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
）
松
山
大
学
論
集
二
五
巻
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
二
九－
一
四
九
頁
お
よ
び
同
二
五
巻
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
三
三－
一
六
三
頁
等
が
あ
る
。
（
注
3
）
た
と
え
ば
、
星
野
博
士
の
民
法
典
論
争
研
究
は
、
民
法
典
論
争
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
校
訓
『
三
実
』
の
う
ち
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松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
三
）
一
三
『
真
実
』（
主
体
的
に
物
事
の
真
理
を
探
究
し
続
け
る
姿
勢
態
度
）
の
実
践
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
の
成
果
を
『
民
法
典
論
争
資
料
集
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
九
年
）等
に
纏
め
た
こ
と
は
、
全
国
の
民
法
や
日
本
法
制
史
研
究
者
の
民
法
制
定
過
程
研
究
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
校
訓
『
三
実
』
の
『
実
用
』（
探
究
し
た
真
理
を
社
会
の
た
め
に
活
用
す
る
と
い
う
姿
勢
態
度
）
の
適
例
と
い
え
る
（
以
上
に
つ
き
、
古
屋
・
前
掲
（
注
2
）「
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）
の
現
代
的
意
義
」
開
催
の
趣
旨
」
一－
二
頁
、
同
・
前
掲
（
注
2
）「
星
野
通
編
著
（
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
増
補
）『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）
の
現
代
的
意
義
に
関
す
る
一
試
論
（
一
）」
一
四
五
頁
を
参
照
）。
（
注
4
）
判
読
が
困
難
な
箇
所
は
、「
■
」
で
表
記
し
て
い
る
。
（
注
5
）
二
つ
目
の
■
は
、
お
そ
ら
くM
edaillen
（
メ
ダ
ル
）
で
あ
ろ
う
。
（
注
6
）
加
藤
拓
川
翁
の
略
年
譜
と
し
て
は
、
重
松
淸
行
編
『
拓
川
集
拾
遺
篇
』（
拓
川
会
、
一
九
三
三
年
）
附
録
の
二－
一
四
頁
、
島
津
豊
幸
『
加
藤
拓
川
傳
―
あ
る
外
交
官
市
長
の
生
涯
―
』（
松
山
大
学
、
一
九
九
七
年
）
一
四
一－
一
四
八
頁
を
参
照
。
（
注
7
）
大
野
・
前
掲
（
注
1
）
六
八
頁
、
島
津
・
前
掲
（
注
6
）
二
四－
二
七
頁
を
参
照
。
（
注
8
）
鈴
木
正
裕
『
近
代
民
事
訴
訟
法
史
・
日
本
2
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
三
〇
頁
を
参
照
。
（
注
9
）
た
だ
し
、
司
法
省
法
学
校
の
入
学
試
験
は
、
全
国
の
優
秀
な
若
者
を
集
め
て
選
抜
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
加
藤
拓
川
翁
も
、
彼
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
難
関
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
加
藤
拓
川
翁
の
入
学
試
験
の
順
位
は
、
正
則
二
期
生
の
入
学
者
一
〇
四
名
中
九
三
位
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
林
茂＝
原
奎
一
郎
編
『
原
敬
日
記
第
六
巻
総
索
引
・
関
係
資
料
』〔
福
村
出
版
、
一
九
六
七
年
〕
一
四－
一
七
頁
を
参
照
）。
同
一
七
頁
で
は
加
藤
拓
川
翁
は
九
七
位
と
な
っ
て
い
る
が
、
華
族
四
名
を
除
く
と
、
順
位
は
九
三
位
で
あ
る
。
華
族
で
あ
る
四
名
は
、
入
学
試
験
の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
特
別
に
入
学
を
許
さ
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
東
京
大
学
五
十
年
史
資
料
』
の
う
ち
、
法
學
課
『
明
治
九
年
召
集
新
生
徒
試
驗
書
類
』
に
は
「
小
笠
原
長
育
、
佐
竹
義
理
、
松
平
直
方
、
池
田
輝
知
」
の
四
名
の
名
前
と
と
も
に
、
特
別
に
入
校
さ
せ
て
よ
い
か
法
学
校
側
が
司
法
省
に
確
認
し
た
旨
の
記
述
が
み
と
め
ら
れ
る
）。
ま
た
、
加
藤
拓
川
翁
の
入
学
試
験
に
お
お
つ
の
げ
け
る
漢
文
（
経
史
）
の
評
価
は
、「
乙
下
」
で
あ
っ
た
（
や
は
り
前
掲
の
『
明
治
九
年
召
集
新
生
徒
試
驗
書
類
』
に
記
さ
れ
て
い
る
）
（
江
戸
・
後
掲
（
注
14
）
一
六
二
頁
の
注（
7
）を
参
照
）。
さ
ら
に
『
明
治
九
年
召
集
新
生
徒
試
驗
書
類
』
に
よ
れ
ば
、
加
藤
拓
川
翁
は
受
験
に
あ
た
り
、
旧
藩
主
松
平
定
昭
の
養
子
で
あ
る
久
松
定
謨
の
邸
内
に
寄
留
し
て
い
た
。
な
お
、『
東
京
大
学
五
十
年
史
資
料
』
は
、
司
法
省
法
学
校
入
学
者
に
つ
い
て
、
入
学
試
験
の
順
位
、
寮
の
部
屋
番
号
、
卒
業
年
ま
た
は
中
退
年
、
入
学
時
の
出
身
県
、
卒
業
成
績
お
よ
び
卒
業
後
の
職
歴
等
を
詳
細
に
調
査
さ
れ
て
い
る
、
江
戸
惠
子
氏
（
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
委
嘱
研
究
員
）
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
四
号
一
四
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ち
な
み
に
、
司
法
省
法
学
校
は
全
寮
制
で
あ
り
、
授
業
料
、
寮
費
お
よ
び
食
費
等
の
負
担
が
な
く
、
毎
月
小
遣
い
（
一
円
五
〇
銭
）
も
支
給
さ
れ
た
が
（
華
族
で
あ
る
四
名
の
入
学
者
は
除
く
〔
前
掲
の
『
原
敬
日
記
第
六
巻
総
索
引
・
関
係
資
料
』
一
七
頁
を
参
照
〕）（
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
三
〇
頁
を
参
照
）、
江
戸
氏
に
よ
る
と
加
藤
拓
川
翁
の
寮
の
部
屋
番
号
は
一
一
で
、
後
に
大
審
院
判
事
を
務
め
た
掛
下
重
次
郎
ら
五
名
と
同
室
で
あ
っ
た
と
い
う
。
（
注
10
）
岡
孝
「
拓
川
・
梅
謙
次
郎
と
星
野
通
―
星
野
通
編
著
『
民
法
典
論
争
資
料
集
』
の
現
代
的
意
義
―
」
松
山
大
学
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
〇
頁
、
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
三
一
頁
を
参
照
。
（
注
11
）
島
津
・
前
掲
（
注
6
）
三
一
頁
を
参
照
。
（
注
12
）
た
と
え
ば
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
の
改
訂
徴
兵
令
の
「
徴
兵
編
成
並
ニ
槪
則
」
で
は
、「
徴
兵
ハ
國
民
ノ
年
甫
メ
テ
二
十
歳
ニ
至
ル
モ
ノ
ヲ
徴
シ
以
テ
海
陸
兩
軍
ニ
充
タ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
（
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
収
の
吉
田
庸
徳
傍
訓
『
軍
役
心
得
改
訂
徴
兵
令
假
名
付
完
』〔
玉
養
堂
、
一
八
七
六
年
〕
七
丁
表
〔
コ
マ
番
号：
10
／
41
〕）、
加
藤
拓
川
翁
の
兵
役
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
第
三
章
「
常
備
兵
免
役
槪
則
」
第
五
条
に
い
う
「
文
部
工
部
開
拓
使
其
他
ノ
公
塾
ニ
学
ビ
タ
ル
専
門
生
徒
」
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
（
同
一
五
丁
裏
〔
コ
マ
番
号：
19
／
41
〕）、
彼
は
予
科
三
年
目
で
あ
る
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
に
二
〇
歳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
は
該
当
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
廃
家
を
再
興
し
て
戸
主
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
な
お
、
一
八
九
八
〔
明
治
三
一
〕
年
七
月
一
六
日
に
施
行
さ
れ
た
明
治
民
法
七
四
三
条
一
項
は
、
戸
主
の
親
族
で
家
の
戸
籍
に
入
っ
て
い
る
者
、
す
な
わ
ち
「
家
族
」〔
同
七
三
二
条
一
項
お
よ
び
同
七
二
五
条
〕
は
「
戸
主
ノ
同
意
ア
ル
ト
キ
ハ
他
家
ヲ
相
続
シ
、
分
家
ヲ
為
シ
又
ハ
廃
絶
シ
タ
ル
本
家
、
分
家
、
同
家
其
他
親
族
ノ
家
ヲ
再
興
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
未
成
年
者
ハ
親
権
ヲ
行
フ
父
若
ク
ハ
母
又
ハ
後
見
人
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
定
め
た
〔
施
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
旧
民
法
の
人
事
編
﹇
一
八
九
〇
﹇
明
治
二
三
﹈
年
一
〇
月
七
日
公
布
﹈
に
は
、
廃
絶
家
再
興
の
規
定
が
な
か
っ
た
〕）。
そ
う
す
れ
ば
、
第
三
章
「
常
備
兵
免
役
槪
則
」
第
六
条
「
一
家
ノ
主
人
タ
ル
者
」
に
該
当
す
る
か
ら
で
あ
る
（
同
一
六
丁
表
〔
コ
マ
番
号：
19
／
41
〕）。
（
注
13
）
重
松
淸
行
編
『
拓
川
集
追
憶
篇
』（
拓
川
会
、
一
九
三
三
年
）
一
七
頁
。
な
お
、
同
書
で
は
、「
国
分
青
厓
」
は
、「
國
府
靑
崖
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
た
と
え
ば
第
一
学
年
第
一
学
期
（
前
期
）
の
時
点
に
お
け
る
加
藤
拓
川
翁
の
成
績
順
位
は
、
一
〇
一
名
中
八
八
位
と
な
っ
て
い
る
（
露
崎
彌
編
『
吉
原
三
郎
追
懷
録
』〔
露
崎
彌
、
一
九
三
七
年
〕
二
四
頁
の
直
後
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
司
法
省
學
校
課
「
法
學
生
徒
初
年
第
一
期
考
科
表
」
〔
一
八
七
七
﹇
明
治
一
〇
﹈
年
二
月
作
成
〕
を
参
照
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
江
戸
惠
子
氏
に
情
報
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
）。
ま
た
、
第
二
学
年
第
二
学
期
（
後
期
）（
一
八
七
八
〔
明
治
一
一
〕
年
）
の
二
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
教
科
ご
と
に
行
わ
れ
た
小
試
験
に
お
け
る
加
藤
拓
川
翁
の
成
績
（
全
教
科
一
〇
点
満
点
、
教
科
に
よ
っ
て
は
複
数
回
実
施
さ
れ
て
い
る
）
は
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
東
京
大
学
五
十
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松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
三
）
一
五
年
史
資
料
』
の
う
ち
『
第
二
年
第
二
期
小
試
驗
點
數
』
に
よ
れ
ば
、「
暗
記
」
（
二
月
一
六
日
実
施
）
は
〇
点
、「
会
話
」
（
二
月
二
三
日
実
施
）
は
七
点
、「
文
典
」（
三
月
二
日
実
施
）
は
三
点
、「
算
術
」（
三
月
九
日
実
施
）
は
六
点
、「
文
章
解
剖
」（
三
月
一
六
日
実
施
）
は
五
点
、「
地
理
」
（
三
月
二
三
日
実
施
）
は
二
点
、「
誡
詩
文
譯
」（
三
月
三
一
日
実
施
）
は
一
点
、「
讀
方
」（
四
月
一
三
日
実
施
）
は
七
点
、「
歴
史
」（
四
月
二
〇
日
実
施
）
は
三
点
、「
暗
誦
」（
四
月
二
七
日
実
施
）
は
七
点
、「
佛
譯
」（
五
月
四
日
実
施
）
は
四
点
、「
会
話
」（
五
月
一
一
日
実
施
）
は
八
点
、
「
和
訳
」（
五
月
一
八
日
実
施
）
は
八
点
、「
数
学
」（
五
月
二
五
日
実
施
）
は
六
点
、「
暗
記
」（
六
月
一
日
実
施
）
は
〇
点
、「
地
理
」（
六
月
八
日
実
施
）
は
八
点
、「
歴
史
」（
六
月
一
五
日
実
施
）
は
六
点
と
な
っ
て
い
る
（
平
均
点
は
約
四
・
八
点
）。『
第
二
年
第
二
期
小
試
驗
點
數
』
に
つ
い
て
も
、
江
戸
惠
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
（
江
戸
・
後
掲
（
注
14
）
一
六
二
頁
の
注（
6
）も
参
照
さ
れ
た
い
）。
（
注
14
）
「
賄
征
伐
事
件
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
江
戸
惠
子
「
加
藤
恒
忠
と
梅
謙
次
郎
―
司
法
省
法
学
校
の
周
辺
か
ら
―
」
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）
の
現
代
的
意
義
』（
松
山
大
学
、
二
〇
一
四
年
）
一
五
六－
一
五
七
頁
、
七
戸
克
彦
「
現
行
民
法
典
を
創
っ
た
人
び
と
4
」
法
セ
六
五
六
号
（
二
〇
〇
九
年
）
八
九
頁
、
高
須
賀
康
生
「
明
治
法
学
教
育
成
立
期
の
三
人
―
児
島
惟
謙
・
加
藤
恒
忠
・
穂
積
陳
重
―
」
伊
予
史
談
二
八
一
号
（
一
九
九
一
年
）
四
〇－
四
一
頁
、
島
津
・
前
掲
（
注
6
）
三
二
－
三
三
頁
お
よ
び
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
三
一－
三
二
頁
等
を
参
照
。
な
お
、
筆
者
も
賄
征
伐
事
件
を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）」
松
山
大
学
論
集
二
三
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
八
五
頁
を
参
照
）。
（
注
15
）
な
お
、「
賄
征
伐
事
件
」
の
原
因
は
、
他
に
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
三
一
頁
は
、「
彼
ら
は
日
頃
、
寮
で
官
給
の
食
事
を
と
っ
て
い
た
が
、
た
ま
の
日
曜
日
に
外
出
す
る
と
（
外
出
は
、
日
曜
日
そ
の
他
の
休
日
に
か
ぎ
っ
て
、
許
さ
れ
て
い
た
）、
こ
れ
ま
た
官
給
の
小
遣
い
を
使
っ
て
た
ら
ふ
く
食
事
を
し
て
帰
る
。
だ
か
ら
賄
係
と
し
て
は
、
い
つ
も
よ
り
少
な
目
の
夕
食
を
用
意
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
誤
算
だ
っ
た
。
二
〇
歳
か
、
そ
れ
を
少
し
過
ぎ
た
ば
か
り
の
食
い
気
ざ
か
り
の
時
分
で
あ
る
。
外
で
さ
か
ん
に
大
喰
い
を
し
て
き
た
は
ず
な
の
に
、
寮
へ
戻
っ
て
ま
た
食
事
を
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
食
事
が
足
り
な
い
。」と
い
う
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
と
説
明
す
る
。
（
注
16
）
島
津
・
前
掲
（
注
6
）
三
三
頁
お
よ
び
高
須
賀
・
前
掲
（
注
14
）
四
一
頁
を
参
照
。
な
お
、
重
松
・
前
掲
（
注
6
）
の
略
年
譜
に
よ
る
と
、
加
藤
拓
川
翁
は
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
二
月
に
退
学
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
附
録
の
四
頁
）。
加
藤
拓
川
翁
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
九
月
の
司
法
省
法
学
校
入
学
後
、
二
年
半
程
度
で
同
校
を
去
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
注
17
）
江
戸
・
前
掲
（
注
14
）
一
五
七
頁
を
参
照
（
大
野
・
前
掲
（
注
1
）
六
八
頁
も
同
旨
）。
現
に
加
藤
拓
川
翁
も
、
明
治
新
政
府
に
よ
る
武
力
攻
撃
こ
そ
受
け
な
か
っ
た
が
（
恭
順
論
を
説
い
た
の
が
彼
の
父
で
あ
る
大
原
観
山
で
あ
る
〔
大
野
・
前
掲
（
注
1
）
六
七
頁
を
参
照
〕）、
新
政
府
に
よ
っ
て
過
酷
な
賠
償
を
強
い
ら
れ
た
松
山
藩
出
身
者
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
古
屋
・
前
掲
（
注
14
）
一
六
八
頁
の
注（
34
）を
参
照
さ
れ
た
い
）。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
四
号
一
六
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（
注
18
）
鈴
木
教
授
は
、「
百
余
人
も
寮
生
の
い
る
寄
宿
舎
で
、
し
か
も
成
績
順
に
よ
っ
て
そ
の
つ
ど
居
室
が
交
代
す
る
と
い
う
厳
し
い
戒
律
の
も
と
に
、
（
マ
マ
）
わ
ず
か
二
年
半
（
明
治
九
年
九
月
〜
十
二
年
三
月
）
の
共
同
生
活
し
か
送
ら
な
か
っ
た
彼
ら
が
、
思
い
も
か
け
な
い
賄
征
伐
に
よ
る
退
学
と
（
マ
マ
）
い
う
憂
き
目
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
友
情
を
示
し
て
助
け
合
え
る
も
の
か
、
と
こ
の
交
友
関
係
は
筆
者
（
鈴
木
）
に
と
っ
て
は
胸
の
熱
く
な
る
よ
う
な
思
い
の
連
続
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
三
二－
三
三
頁
）。
（
注
19
）
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
三
三－
三
四
頁
。
な
お
、
古
屋
・
前
掲
（
注
14
）
一
六
七
頁
の
注（
37
）も
参
照
。
（
注
20
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
村
暢
好
「
加
藤
拓
川
翁
に
関
す
る
調
査
資
料
⑴
」（
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
一
））
松
山
大
学
論
集
二
五
巻
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
二
〇－
一
二
九
頁
、
西
尾
典
祐
『
至
誠
評
伝
・
新
田
長
次
郎
』（
中
日
出
版
、
一
九
九
六
年
）
二
二
七－
二
三
四
頁
、
大
野
・
前
掲
（
注
1
）
六
八－
六
九
頁
、
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
三
四
頁
を
参
照
。
（
注
21
）
岡
孝
編
（
法
政
大
学
図
書
館
、
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
記
念
現
代
法
研
究
所
監
修
）『
梅
謙
次
郎
著
作
全
集
Ｃ
Ｄ
版
』（
丸
善
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
の
江
戸
惠
子
「
梅
謙
次
郎
年
譜
」
は
、
極
め
て
詳
細
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
年
譜
お
よ
び
岡
孝
「
明
治
民
法
と
梅
謙
次
郎
―
帰
国
一
〇
〇
年
を
機
に
そ
の
業
績
を
振
り
返
る
―
」
法
学
志
林
八
八
巻
四
号
（
一
九
九
一
年
）
二
九－
三
二
頁
ま
で
の
「
参
考
資
料
梅
謙
次
郎
年
譜
」
を
参
照
し
て
い
る
。
（
注
22
）
七
戸
克
彦
「
現
行
民
法
典
を
創
っ
た
人
び
と
3
」
法
セ
六
五
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
六
頁
、
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
四
九
頁
の
注（
25
）、
江
戸
・
前
掲
（
注
14
）
一
六
二
頁
の
注（
3
）を
参
照
。
（
注
23
）
江
戸
惠
子
氏
も
「
明
治
9
年
の
入
学
試
験
に
お
い
て
、
一
度
は
机
を
並
べ
た
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
（
江
戸
・
前
掲
（
注
14
）
一
六
二
頁
の
注（
3
）を
参
照
）。
（
注
24
）
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
三
五
頁
を
参
照
。
（
注
25
）
こ
の
補
欠
入
学
試
験
に
お
い
て
は
、「
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
が
か
な
り
進
ん
だ
時
期
の
編
入
だ
か
ら
」
フ
ラ
ン
ス
語
の
試
験
も
実
施
さ
れ
た
（
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
四
九
頁
の
注（
25
）を
参
照
）。
（
注
26
）
鈴
木
・
前
掲
（
注
8
）
三
五
頁
、
七
戸
・
前
掲
（
注
14
）
八
九
頁
の
注（
14
）を
参
照
。
（
注
27
）
七
戸
・
前
掲
（
注
14
）
八
九
頁
を
参
照
。
（
注
28
）
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
満
三
年
を
期
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
命
じ
ら
れ
て
い
た（
岡
・
前
掲（
注
21
）四
五
頁
の
注（
120
）
を
参
照
）。
（
注
29
）
奥
村
功＝
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ト
マ
ン
「
加
藤
恆
忠
宛
仏
文
書
簡
（
一
）」
立
命
館
言
語
文
化
研
究
六
巻
三
号
（
一
九
九
四
年
）
二
七
〇－
二
七
二
頁
を
参
照
（
同
二
六
四
頁
の
本
野
一
郎
に
つ
い
て
の
解
説
も
参
照
）。
ま
た
、
岡
・
前
掲
（
注
10
）
五
一
頁
も
参
照
。
214
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
三
）
一
七
（
注
30
）
以
上
に
つ
き
、
重
松
淸
行
編
『
拓
川
集
日
記
篇
』（
拓
川
会
、
一
九
三
一
年
）
二
七
頁
。
岡
・
前
掲
（
注
10
）
五
一
頁
も
参
照
。
（
注
31
）
重
松
・
前
掲
（
注
13
）
一
七
頁
。
な
お
、「
法
政
局
長
官
」
と
あ
る
の
は
、「
法
制
局
長
官
」
の
誤
植
で
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）。
梅
謙
次
郎
博
士
が
法
制
局
長
官
兼
内
閣
恩
給
局
長
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
一
〇
月
二
八
日
で
あ
る
（
一
八
九
八
〔
明
治
三
一
〕
年
七
月
二
七
日
ま
で
）。
（
注
32
）
重
松
・
前
掲
（
注
30
）
の
二
八
頁
を
参
照
。
岡
・
前
掲
（
注
10
）
五
一
頁
も
参
照
。
（
注
33
）
原
敬
文
書
研
究
会
編
『
原
敬
關
係
文
書
第
一
巻
書
翰
篇
一
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
四
年
）
四
三
一
頁
お
よ
び
岡
・
前
掲
（
注
10
）
五
一
頁
を
参
照
。「
杉
山
」
と
は
、
加
藤
拓
川
翁
や
梅
謙
次
郎
博
士
と
同
じ
く
司
法
省
法
学
校
正
則
二
期
生
で
あ
る
小
宮
三
保
松
の
こ
と
で
あ
る
。
（
注
34
）
島
津
・
前
掲
（
注
6
）
一
四
四
頁
を
参
照
。
（
注
35
）
重
松
・
前
掲
（
注
30
）
六
二
頁
、
岡
・
前
掲
（
注
10
）
五
一
頁
を
参
照
。
（
注
36
）
そ
の
根
拠
は
、
重
松
・
前
掲
（
注
30
）
六
一－
六
三
頁
ま
で
の
来
訪
者
名
簿
に
お
い
て
、
そ
の
後
に
亡
く
な
っ
た
者
に
つ
い
て
、
拓
川
が
「
○
」
（
丸
印
）
を
付
け
て
お
り
、
同
六
二
頁
に
「
○
梅
謙
次
郎
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
（
注
37
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
星
野
・
前
掲
（
注
2
）
一
四－
三
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
（
原
典
と
の
不
一
致
に
つ
い
て
は
同
三
五
六－
三
五
八
頁
の
対
照
表
を
参
照
〔
同
二
九
二
頁
下
段
の
補
注（
4
）－
二
九
三
頁
下
段
の
補
注（
9
）も
参
照
〕）。
な
お
、
同
二
五
頁
か
ら
は
じ
ま
る
江
木
衷
「
民
法
草
案
財
産
篇
批
評
」
の
欠
落
部
分
に
つ
い
て
は
、
同
二
七
二－
二
七
四
頁
上
段
九
行
目
の
【
補
遺
Ⅰ
】
を
参
照
）。
（
注
38
）
星
野
・
前
掲
（
注
2
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
同
二
三
三
頁
下
段－
二
四
一
頁
下
段
四
行
目
）（
な
お
、
原
典
と
の
不
一
致
に
つ
い
て
は
、
同
三
〇
八－
三
一
〇
頁
の
対
照
表
を
参
照
〔
同
三
〇
〇
頁
上
段
の
補
注（
57
）も
参
照
さ
れ
た
い
〕）。
（
注
39
）
江
戸
・
前
掲
（
注
14
）
一
五
八－
一
六
〇
頁
を
参
照
。
【
付
記
】
本
稿
は
、
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
「
松
山
大
学
の
三
恩
人
と
そ
の
周
縁
の
再
考
証
―『
校
訓
三
実
主
義
』
の
再
検
証
を
め
ざ
し
て
―
」（
二
〇
一
一
年
度
か
ら
二
〇
一
三
年
度
ま
で
）
の
事
業
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
四
号
一
八
213
